
 

令和６年度 中干し指導会資料 

～大ヒビが入るようなきつい中干しは危険！！～  

 

１）現在の生育状況について 

  別紙「生育速報」参照 
 

２）令和６年の中干しについて 

  昨年の干ばつや元旦に発生した能登半島地震の影響により、ほ場に水が溜まらない

（漏水）事例が発生しており、中干しは品質・収量に関わる大変重要な作業で 

すが令和６年の中干しについては、地域の水事情やほ場条件により対応が変わります 

ので、下記のポイントに留意し作業をお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     ほ場の状態をこまめに確認しましょう！！ 

    また、雑草の取りこぼしがある場合は適期を逃さないよう防除をご検討ください。 

 

３）中干しのタイミングについて 

★大ヒビが入ったほ場は要注意！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の写真の様にほ場に物差等を設置

することで減水深を確認することが

できます。 

減水深を確認し、ほ場の水もち状態

を把握しましょう。 

※日減水深が大きく、水もちが悪い

と地温上昇が遅れ、活着が遅れた

り、ミズミチが広がり、畔がぬけ

る危険があります。 

  

【〇 小ヒビが入る程度】 

【× 大ヒビが入る】 

ほ場の状況 中干し実施時期 中干し程度

水が不自由・

漏水するほ場

無理に行わない

※行う場合は右記の通り

中干しを行う場合は、足がぬかるむ程度まで

⚠強い中干しを行うと、次年度作付けできなくなる

　可能性があります。

水が潤沢・

漏水していないほ場

茎数15本

※60株植えの場合
次ページの「中干し程度の判断基準」に準じて行う



程度 用水 保水力 地力 中干し程度

中干し強く

〇 〇 〇

〇 〇 △

〇 △ 〇

〇 △ △

中干し弱く

◎ ある

〇 並み

△ 少ない

判断基準

◎ ◎ ◎ 中干しは強め

表面が黒く乾き小ヒビが入る程度

※大ヒビが入るまでは干さない

ヒビが入らない程度の黒乾き

～　足がぬかるむ程度

中干し程度の判断基準

中干しは並み

△ 中干しは弱め△ △

ほ場の状態

表面が白く乾き小ヒビが入る程度

※大ヒビが入るまでは干さない



【参考②：中干し開始目安茎数の計算方法】 

〇目標穂数 350 本/ｍ2 × 0.8 ÷ 栽植密度（株/ｍ2） ＝ 中干し開始目安茎数 

※茎数を数える際は、畦畔や欠株付近の株は数えないようにしましょう。 

 

４）溝切りについて 

 
 

５）中干し後の水管理 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：飽水管理のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほ場の状況 溝切りについて

水が潤沢・

漏水していないほ場

①ほ場の周囲に溝を切る

②溝切りの本数は8～10条に1本を目安に溝を切る

※ほ場が広い場合は10ｍに1本間隔でも可

③溝と溝をしっかり連結する

④排水の良い所や田面が高い所は切る数を少なく、排水の

　悪い所や田面が低い所は多く切る

水が不自由・

漏水するほ場

今後、水不足が予想され、仕上げ灌水まで用水が確保できな

いと考えられるほ場では迅速に少ない用水を回すため溝切り

（ほ場内の用排水路）は必要です

※最低限周囲は溝を切り、可能なら真ん中に溝を切る

ほ場の状況 水管理について

水が潤沢・

漏水していないほ場

中干し終了後は浅水の間断かん水を実施し、徐々に飽水管理へ

移行する

※急激なかん水は根の酸素不足による根腐れや下位葉の

　枯れあがりを生じさせやすいので注意する

※間断かん水：湛水状態と落水状態を数日間隔で繰り返す

水が不自由・

漏水するほ場

用水が潤沢になく、降水量が少ない場合ほ場に大ヒビ

（亀裂）が入りそうなほ場ではきつめの中干しは厳禁

少ない用水でほ場を湿らすため飽水管理を行う



６）ケイ酸資材の活用 ～ケイ酸資材の活用で気象変動に負けない稲づくりを！～ 

  佐渡は用水からのケイ酸供給が本土より少なく不足して 

  います。異常気象に負けないためにもケイ酸資材等の土づくり

資材を活用しましょう！ 

 ◆稲は 6 月下旬から７月上旬に最もケイ酸を吸収する時期です。 

  右の写真の様に「スーパーシリカ」は流し込み施用ができ 

  暑い時期でも簡単に施用ができます。 

  春または秋に施用していない方はぜひこのタイミングに 

施用をご検討ください！ 
   

 

７）高温対策資材について 

５月の外務チラシで紹介しました、「ソイルサプリエキス」はアミノ酸や有機酸等を含

み高温障害による白未熟粒削減が期待できます。 

高温時でも以下のやり方でセットし、流し込み施用できます。 
 

〇施用時期：中干し終了後の間断かん水の時期がおすすめです！ 

〇施用方法および施用量は下記をご参照ください。 
 

【ソイルサプリエキス成分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 【スーパシリカの流し込み施用の様子】 

※自然入水等の水圧が弱いほ場では 

  流し込み施用はできないのでご注意 

ください。 



令和６年度 稲作生育速報 Ｎｏ.１                    令和 ６年 ５月 30日 

                                  佐渡農業普及指導センター 

 

中干しは田植え後 30日の生育を確認して開始！ 

(コシヒカリの茎数は「少ない」) 
 

草丈、葉数は目標値「並」、茎数は「少ない」状況です。田植えが遅れたほ場

も見られ、５月 16～17日の強風の影響等で生育停滞しているほ場もあります。 

新潟地方気象台の１か月予報(５月 30日発表)では、気温は「平年並」の見込

みですが期間の後半は高い予想のため、今後は茎数の急増が予想されます。田植

え後 30 日の生育を確認して生育めやすに達していたら中干しを開始しましょう。 

生育が遅れているほ場でも田植え後 35日までに中干しを開始しましょう。 
 

１ ５月 30日現在のコシヒカリ生育状況（拠点ほ場９地点平均、移植日の平均：５月８日） 
 

●草丈、葉数は目標並、茎数は目標値より少ない 

     

区 分 本 年 値 目標比・差 前年比・差 

草丈(ｃｍ) ２４ 100％  98％ 

茎数(本/㎡） ８２ 90％  77％ 

葉数（枚） ５.１ -0.2 -0.4 

 

２ コシヒカリの管理ポイント  

 (1) 60 株田植えでは､1 株あたり茎数 15 本（50 株の場合は 18 本）程度をめやす

に中干しを開始する｡また、溝切りは必ず行う。  

 (2) 茎数が少ないほ場は、水深２～３㎝の浅水管理で分げつ促進を図る。 

 (3) ワキや表層はく離、藻類が多いほ場は、夜間落水や水の更新を行う。 

 (4) 田面の露出がみられ、今後雑草の多発生が心配されるほ場では、発生状況を

確認し、多発生の場合は除草剤使用を検討する（農薬の総使用回数に注意）。 

 (5) 昨年の高温の影響等で、水がたまりにくいほ場では、中干し程度を通常より

弱く(足がぬかるむ程度の軟らかさまで)実施するなど、今後のほ場管理に支

障が無いようにする。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ と も だ ち 追 加 方 法 ★ 

【ＬＩＮＥ：ＪＡ佐渡営農情報】 
 
 

 
 

生育速報や緊急情報のほか営農フェアなどのイベン 

ト情報や指導会情報も配信中！！ 

豊富なメニュータブから必要な情報も見つけやすく！ 

＊LINE アプリから読み込むか ID 検索から登録できます。 

I D：＠ j a sadoe inou 

☆畜産情報や農機情報も配信していますので、是非

登録をお願いいたします。 
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